
人口と世帯（平成24年10月 1日現在）1,686世帯（-1）男2,443人（-1）女2,633人（-4）計5,076人（-5）
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　平成２４年度の片品村敬老会が行われました。

　当日会場は多くのみなさんに参加いただき、各

種表彰やアトラクションが行われました。
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ＮＨＫ からの重要なお知らせ
　10 月 27 日 ( 土 ) 朝の放送開始から、一部のテレビ・録画
機等で「ＮＨＫ総合」だけが映らなくなる可能性があります。
(テレビの故障ではありません ) 
　ＮＨＫ総合が映らなくなった場合は、「チャンネル設定 ( 初
期スキャン )」を行うことで、ご覧いただけるようになります。
(録画機は、あらためて再録画予約が必要です )
　より詳細な「お知らせ」をＮＨＫから各ご家庭に封書でおと
どけしています。 

▼問い合わせ先　ＮＨＫ北関東受信相談センター
　☎０５７０（０７１）０７１
ＮＨＫ前橋放送局ホームページからも
詳細な「お知らせ」を確認できます。
URL　http://www.nhk.or.jp/maebashi/ ぽかぽかど～もくん
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ホームページ  検索 キーワード：片品村役場　URL   http://www.vill.katashina.gunma.jp/         電子メール  kanko@vill.katashina.gunma.jp
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◉ 若いころの思い出
　年弘さんは、木材・林業に携わり、木材の切り出
しをしていた時は、仕事も大変だったが家族に会う
事が出来ないのがさみしかったと語る。その頃、た
き子さんは、家族を守りながら和裁で近所の人の浴
衣などを作るのを手伝ったりしていた。その後、年
弘さんは、出来た当初から丸沼高原スキー場で 30
年以上、たき子さんは自宅で地元との触れ合いを楽
しみながら商店を営んだことが良い思い出と語る。

お

め

で

た

おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
星野　年弘さん (81)・たき子さん (82)　ご結婚されて60年　お住まい（東小川）
21歳・22歳当時　（昭和27年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　今の若い人たちは、仕事環境が厳しく大変に思う。
震災支援をしてくれた若い人たちのことを知人から
褒められて誇らしく思う。この力を生かして、今後
より良い村づくりをしていってほしい。《グランド・
バードゴルフなど運動ができる環境が多く、元気に
暮らせていることがありがたい。それと、後になっ
てからでは撮れない若いころの写真は宝物になりま
すよ！》と教えてくれました。

納期は10月31日 (水 ) です。

地域連携　夜間小児救急診察室
診 療 日
診察時間
場 所

毎週火・木曜日（祝日年末年始を除く）
１９：００～２２：００
独立行政法人国立病院機構沼田病院
１階内科外来　☎（23）2181

今月の
納期は

口 座 振 替 の 方 は 事 前 に 残 高 確 認 を！

国 民 健 康 保 険 税 第 ４ 期

村 県 民 税 第 3 期
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一 般

歳出
3,743,759

単位：千円

総務費
19.2%

民生費
18.0%

衛生費
12.8%

土木費
6.2%

消防費
4.6%

商工費　2.3%

農林
水産業費
5.7%

議会費
2.1%

諸支出
3.5%

公債費
8.6%

教育費
14.6%

歳出款別決算状況

単位：千円

単位：千円

固定資産税

村民税

軽自動車税

村たばこ税
入湯税

特別交付税

普通交付税

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

村税の推移 ( 過 去 ５ 年 間 )

地 方 交 付 税 の 推 移 ( 過 去 ５ 年 間 )

一般会計
国保会計
簡水会計
介護会計
下水道会計
高齢者会計
合計

※国保会計＝国民健康保険特別会計
※老保会計＝老人保健特別会計
※簡水会計＝簡易水道事業特別会計
※介護会計＝介護保険特別会計
※下水道会計＝下水道事業等特別会計
※高齢者会計＝後期高齢者医療特別会計

平成２３年度予算決算総括表

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

(単位：千円 )

観光施設事業特別会計 ( 単位：千円 )

会計名

項　目 予　算　額 決　算　額

予　算　額 歳　　入　　歳　　出
決　　算　　額
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会 計 歳入款別決算状況

村税
15.3％

国庫支出金
5.3％

県支出金
11.0％

地方交付税
48.4％

分担金及び
負担金　1.2％

地方消費税交付金　1.3%

諸収入　2.5％

地方譲与税　1.8％

村債
7.1％

その他
2.2％

歳入
3,975,561

単位：千円

◎財政の健全化比率等報告

1 . 健全化判断比率

２ . 公営企業会計の資金不足比率

（単位：％)

（単位：％)

実質赤字比率

特別会計の名称
観光施設事業特別会計 資金不足はありません。

〃

〃

簡易水道事業特別会計

下水道事業等特別会計

資金不足比率 備　考

(15.00) (20.00) (25.0) (350.0)

ー

ー
ー
ー

ー 8.4 ー

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

資 金 不 足 比 率

―は、実質赤字額、連結実質赤字額がないこと及び将来負担比率が算出されな
いことを示す。
（　　）内は、早期健全化基準を示す。
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率 
実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

標 準 財 政 規 模

 ：一般会計の歳入と歳出の差。
 ：特別会計を含めた赤字額。
 ：すべての会計と、加入する組合等が支払った地方債への一
　般会計の標準財政規模に対する負担割合。
 ：将来にわたって支払うべき地方債の償還金や、職員の退職
　金等の標準財政規模に対する負担割合。
 ：普通地方交付税、譲与税、地方税などの合計。この法律で
　は臨時財政対策債発行可能額も含む。

 ：各会計の赤字額の売上額に対する割合。
　20.0％を超えると経営健全化団体となる。
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繰越金　3.9％

労働費　1.7%
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平成 19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

610,055 　　616,668  　619,940       612,706  　　610,034 

1,831,221  1,865,493    1,872,346     1,922,659      1,923,795 

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（地方財政健全化法）に基づき、
市町村長等は健全化判断比率を算定し、監査委員の審査を経て議会に報告し、
かつ、住民に公表することとされています。
　平成23年度決算に基づく本村の各指標は下記のとおりです。

3,924,092
870,733
82,842
428,003
122,120
48,778

5,476,568

3,975,561
880,557
84,278
425,690
121,253
48,236

5,535,575

3,743,759
840,024
76,077
423,418
118,044
47,428

5,248,750

127,724

127,724

21,943

83,309

124,347

123,055

22,043

83,308

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決
算
が
９
月
定

例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、歳
入
総
額
39
億
７
，５
５
６
万
７
１
４
円
、歳
出

総
額 

37
億
４
，３
７
５
万
９
，１
７
３
円
と
な
り
ま
し
た
。差
引
残

額
２
億
３
，１
８
０
万
１
，５
４
１
円
の
う
ち
、１
億
円
を
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
、※

１
億
３
，
１
８
０
万
１
，
５
４
１
円
を
24

年
度
に
繰
り
越
し
し
ま
し
た
。（※

明
許
繰
越
も
含
ん
だ
額
）
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は
、地
方
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付
税
19
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２
，３
７
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万
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千
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（
全
体
の
48.

４
%
）、村
税
６
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１
，０
０
３
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４
，４
３
８
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15.

３
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支
出
金
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，５
７
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３
，１
４
１
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０
%
）、

村
債
２
億
８
，４
０
０
万
円（
７.

１
%
）

国
庫
支
出
金
２
億
９
２
１
万
３
，
４
３
２
円（
５.

３
%
）、
繰
越
金

１
億
５
，６
９
２
万
３
，４
１
４
円（
４.

０
%
）、諸
収
入
９
，８
０

６
万
２
，６
８
７
円（
２.

５
%
）等
で
す
。
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援
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業
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，１
５
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万
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、土
出
公
民
館
新
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６
０
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５
千
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、片
品
中

学
校
安
全
施
設
整
備
事
業
１
億
１
，９
３
４
万
３
千
円
、５
つ
の
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
３
億
１
，０
８
６
万
２
千
円
、利
根
東
部
衛
生

施
設
組
合
負
担
金
２
億
６
，９
０
０
万
円
、利
根
沼
田
広
域
市
町
村

圏
振
興
整
備
組
合
負
担
金
１
億
５
，１
６
８
万
５
千
円
等
で
す
。

　
地
方
債
の
償
還
金
は
、元
金
と
利
子
を
あ
わ
せ
て
３
億
２
，０
７

９
万
６
，３
３
５
円
で
す
。

　
平
成
23
年
度
末
の
借
入
金
残
高
は
26
億
２
，
６
５
０
万
７
２
９

円
で
、昨
年
に
比
べ
て
２
億
１
，９
０
０
万
１
，８
６
８
円
減
っ
て

い
ま
す
。

災害復旧費
0.6%



04

ニュース

広 報 か た し な        H24 . 10

ニュース

05 広 報 か た し な        H24 .10

第
５
区 

優
勝　

第
21
回
区
対
抗
野
球
大
会

敬
老
会
開
催
さ
れ
る

第
２
回
ト
マ
ト
ま
つ
り
開
催

　

９
月
22
日(

土)

花
の
谷
公
園

を
会
場
に「
片
品
ト
マ
ト
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
片
品
村
の
農

産
物
の
発
展
と
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し

て
有
志
が
集
ま
っ
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
村
内
外
か
ら
多
く
の

方
々
が
来
場
し
、
村
内
の
団
体
が

ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
を
は
じ

め
、
片
品
産
食
材
を
使
っ
た
料
理

で
「
Ｋ‐

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催

し
、
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

よ
り
人
気
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

優
勝
に
輝
い
た
の
は
フ
ー
ズ

バ
ー
コ
ア
さ
ん
の
「
ダ
ブ
ル
ト
マ

　

８
月
６
日
か
ら
24
日
に
か
け
て

片
品
中
学
校
校
庭
を
会
場
に
、
第

21
回
区
対
抗
野
球
大
会
兼
平
成
24

年
度
町
内
対
抗
野
球
片
品
予
選
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
第
８
区
と
連
覇
を
目

指
す
第
５
区
と
の
対
戦
と
な
り
ま

し
た
。

　

５
回
ま
で
に
３
点
を
リ
ー
ド
し

６
回
に
２
点
得
点
し
た
５
区
に
対

し
、５
回
裏
、６
回
裏
と
１
点
ず
つ

８
区
が
得
点
す
る
と
い
う
緊
迫
し

た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

優勝した第 5区の皆さん

利根沼田支部予選会の様子

エ
ク
ス
テ
ラ
ジ
ャ
パ
ン
丸
沼
大
会

　

８
月
24
日
か
ら
３
日
間
、
丸
沼

周
辺
を
会
場
と
し
て
、
エ
ク
ス
テ

ラ
ジ
ャ
パ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
丸
沼
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

25
日
は
、ス
イ
ム
１
．２
㎞
・
バ

イ
ク
25
㎞
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
10
㎞

か
ら
な
る
オ
フ
ロ
ー
ド
版
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
競
技
が
行
わ
れ
、
26
日

に
は
、
日
光
白
根
山
を
極
め
る
50

㎞
の
本
格
的
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
エ
イ
ジ
部
門
の
総
合
優
勝

優勝者に村長杯の授与 ２個のトマトを早食いで競い合う

ト
バ
ー
ガ
ー
」
で
昨
年
の
グ
ラ
ン

プ
リ
に
引
き
続
き
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。

　

他
に
も
会
場
で
は
、
村
内
外
の

子
供
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る

ト
マ
ト
早
食
い
競
争
・
ト
ラ
ク

タ
ー
引
き
大
会
・
大
根
お
ろ
し
大

会
・
餅
つ
き
と
多
く
の
催
し
物
が

賑
や
か
に
行
わ
れ
、
終
始
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
片
品
産
食
材
の
Ｐ
Ｒ
の

た
め
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

男
女
に
村
長
杯
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

選
手
・
関
係
者
の
皆
様
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

最
終
回
の
７
回
裏
、
８
区

が
１
点
得
点
し
ま
し
た
が
、

５
区
が
守
り
き
り
見
事
２
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
運
営
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
審
判
員
並
び
に
各

区
役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優　

勝　

 

第
５
区　
　

準
優
勝 　

第
８
区　

第
三
位 　

第
１
区

　

〃　

 　

第
３
区

　

な
お
、
優
勝
し
た
第
５
区
は
９

月
17
日
か
ら
み
な
か
み
町
月
夜
野

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
野
球
場
で
開
催

さ
れ
た
第
58
回
群
馬
県
町
内
対
抗

野
球
利
根
沼
田
支
部
予
選
会
に
片

品
村
代
表
と
し
て
出
場
し
、
準
優

勝
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

食品放射能測定結果について
お知らせ
９月に実施しました村内採取の山菜・野菜
等の食品放射能測定結果についてお知らせ
いたします。

※測定結果につきましては、いずれの品目も
　不検出で安全でありました。

品　　目
トマト
スイカ
トウモロコシ
レタス
ミョウガ
インゲン豆
かぼちゃ
きゅうり
白菜
小麦

場　　所
鎌田
鎌田
鎌田
鎌田
菅沼
鎌田
須賀川
土出，鎌田
須賀川
太田

第
７
区

第
５
区

第
３
区

第
４
区

第
１
区

第
２
区

第
６
区

第
８
区

　

平
成
24
年
度
の
敬
老
会
が
、
10

月
４
日（
木
）文
化
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
敬
老
者
４
７
５
名
、
来
賓
24

名
の
出
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
敬
老
会
は
、
村
と
区
長
会

が
主
催
し
、
長
年
社
会
に
尽
く
さ

れ
た
お
年
寄
り
の
方
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
う
行
事
で
す
。

　

当
日
は
、
文
化
協
会
写
真
部
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
文
化

セ
ン
タ
ー
前
で
、
各
区
ご
と
の
記

念
写
真
と
金
婚
式
・
高
齢
者
夫
婦

の
方
々
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
11
時
か
ら
は
式
典
が
行
わ

れ
、
金
婚
式
・
高
齢
者
夫
婦
・
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
慶
祝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
来
賓
の
方

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
第
２
部
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
片
品
村

婦
人
会
（
１
支
部
・
３
支
部
・
４

支
部
）の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
、ま

た
フ
ラ
ダ
ン
ス
愛
好
会
・
武
尊
ア

ル
プ
ホ
ル
ン
ク
ラ
ブ
・
文
化
協
会

芸
能
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌
や
舞

踊
、ダ
ン
ス
や
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

敬
老
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。  （
保
健
福
祉
課
）

金婚者表彰の様子

婦人会第１支部のみなさん

婦人会第４支部のみなさん 婦人会第３支部のみなさん

10　1 0　9 0　7 26　1

3　1 1　3

3　5
第 5区

平成 2４年度
区対抗野球大会　兼　町内対抗片品村予選大会

地元食材を使った「Ｋ－１グランプリ」



06

ニュース

広 報 か た し な        H24 . 10

ニュース
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指導する側もされる側も熱心な姿

栄養カード釣りゲームを通して学ぶ

尾
瀬
ら
し
い
自
動
車
利
用
社
会
実
験

電気バスと電気自動車に乗車する登山者

台
湾
・
台
中
市
民
来
村

来村された台中市のみなさん

水
の
ふ
る
さ
と
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
に
出
店

組合員の皆さんによる美化活動の様子

親
と
子
の
料
理
教
室
開
催

　

９
月
22
日（
土
）役
場
２
階
調
理

室
で「
親
と
子
の
料
理
教
室
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
・
食
生
活

改
善
推
進
員
さ
ん
の
指
導
の
下
、

小
学
校
２
年
生
か
ら
６
年
生
と
、

そ
の
母
親
23
名
が
参
加
し
、
一
生

懸
命
に
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
か
ん
た

ん
手
作
り
ピ
ザ
・
じ
ゃ
が
い
も
と

ネ
ギ
の
と
ろ
と
ろ
ス
ー
プ
・
中
華

サ
ラ
ダ
・
ト
マ
ト
の
ジ
ュ
レ
（
ゼ

リ
ー
）」の
４
品
で
し
た
。

　

他
に
も
、
ミ
ニ
講
話
が
行
わ
れ

「
食
育
に
つ
い
て
」
勉
強
し
ま
し

た
。

　

子
供
た
ち
に
栄
養
素
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
、
食
品

の
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
釣
り
上
げ

て
３
色
の
栄
養
素
に
分
け
る
と

い
っ
た
釣
り
ゲ
ー
ム
形
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
「
た
の

し
い
・
お
も
し
ろ
い
」
と
言
い
な

が
ら
食
品
の
栄
養
に
つ
い
て
勉
強

も
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
開
催
は
、
12
月
ご
ろ
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
皆
さ
ん
も
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
・
食
生
活

改
善
推
進
員
）

　

９
月
20
日（
木
）〜
23
日（
日
）の

４
日
間
、
尾
瀬
国
立
公
園
入
山
口

「
鳩
待
峠
口
」「
大
清
水
口
」２
ケ
所

で
社
会
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
21
年
の
尾
瀬
サ

ミ
ッ
ト
で
片
品
村
が
提
案
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、　

群
馬

県
が
中
心
と
な
り
、
尾
瀬
国
立
公

園
の
多
様
な
魅
力
を
ゆ
っ
く
り
と

楽
し
む
利
用
の
あ
り
方
を
目
指
し

て
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
の

変
化
が
訪
れ
る
方
に
与
え
る
影
響

を
把
握
す
る
た
め
に
３
カ
年
計
画

の
２
年
目
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
清
水
口
で
は
、
期
間
中
に
電

気
バ
ス
を
走
ら
せ
、
定
員
10
名
で

１
日
14
往
復
を
運
航
し
、
多
く
の

登
山
者
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

利
用
者
か
ら
は
、
ぜ
ひ
今
後
も

続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
、
村
と
し
て
も
実
現
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

た
ば
こ
販
売
組
合
員
が
村
内
美
化
作
業

　

去
る
９
月
12
日（
水
）沼
田
た
ば

こ
販
売
協
同
組
合
理
事
長
及
び
片

品
村
支
部
長
を
中
心
と
し
た
、
役

員
及
び
販
売
店
な
ど
10
数
名
が
片

品
村
に
あ
る
寄
居
山
公
園
や
村
内

の
公
衆
ト
イ
レ
、
国
道
沿
い
等
数

カ
所
に
お
い
て
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶

な
ど
の
収
集
を
し
て
美
化
に
ご
協

力
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
組
合
の
こ
の
活
動
は
、

年
間
行
事
に
組
み
込
ま
れ
、
地
域

振
興
の
た
め
に
毎
年
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
尾
瀬
、丸
沼
、武
尊
な
ど
紅

葉
の
時
期
を
前
に
し
て
、
こ
れ
か

ら
多
く
の
観
光
客
を
気
持
ち
よ
く

迎
え
入
れ
る
た
め
に
、
組
合
員
１

人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
収
集
と
併
せ

て
、
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
る
た
め
の

吸
い
殻
入
れ
や
未
成
年
の
喫
煙
防

止
の
標
語
入
り
カ
ッ
ト
バ
ン
等
作

成
し
、
配
布
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。　　
（
住
民
課
）

　

８
月
17
日（
金
）〜
22
日（
水
）の

６
日
間
、
台
湾
・
台
中
市
の
徐
副

市
長
ら
40
名
が
２
回
目
の
来
村
を

し
ま
し
た
。

　

徐
副
市
長
が
４
月
に
来
村
し
て

い
た
だ
い
た
時
と
、
６
月
に
千
明

村
長
が
台
中
市
へ
訪
問
し
た
際

に
、
８
月
の
来
村
を
約
束
い
た
だ

き
実
現
し
ま
し
た
。

　

18
日（
土
）に
は
花
咲
の
湯
に
て

群
馬
県
大
澤
知
事
を
交
え
て
意
見

交
換
を
行
い
、
21
日（
火
）は
役
場

に
て
歓
迎
あ
い
さ
つ
の
後
、
丸
沼

湖
畔
ま
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し

ま
れ
る
方
と
、
岩
鞍
ゆ
り
園
に
行

か
れ
る
方
の
２
つ
に
分
か
れ
て
村

内
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

千
明
村
長
は
徐
副
市
長
に
対
し

片
品
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
雪
体
験

の
魅
力
を
紹
介
し
、
高
級
中
学
の

修
学
旅
行
誘
致
に
向
け
説
明
を
行

い
、
早
期
実
現
に
向
け
て
お
互
い

に
約
束
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
観
光
協
会
）

旅
い
く×

ア
ウ
ト
オ
ブ
キ
ッ
ザ
ニ
ア 

in 

尾
瀬
の
郷
片
品
村
開
催

　

片
品
村
観
光
協
会
は
今
夏
、
職

業
体
験
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、「
キ
ッ

ザ
ニ
ア
」
及
び
Ｊ
Ｔ
Ｂ「
旅
い
く
」

と
連
携
し
、
小
学
生
や
未
就
学
児

の
子
ど
も
を
も
つ
家
族
向
け
に
、

村
の
特
色
を
生
か
し
た
仕
事
を
体

感
で
き
る
職
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
旅
い
く×

ア
ウ
ト
オ
ブ
キ
ッ
ザ

ニ
ア
in
尾
瀬
の
郷
片
品
村
」
を
企

画
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
７
月
中
旬
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大

白
豆
腐
作
り
や
早
朝
か
ら
野
菜
収

穫
を
す
る
農
業
体
験
、
魚
の
塩
焼

き
を
作
る
板
前
体
験
な
ど
、
本
格

的
な
職
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
し
募
集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
昆
虫
観
察
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
森
の
中
で
の
キ
ャ
ン
プ
体

験
な
ど
、
全
５
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
販
売
し
、
片
品
村
へ
の
集
客

力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
企
画
は
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
村

内
で
興
味
の
あ
る
子
供
た
ち
の
参

加
も
大
歓
迎
し
ま
す
。

（
観
光
協
会
）

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
秋
の
事
業
を
実
施

火熾しに使う竹筒を作るところから体験
（花咲森のキャンプ場）

　

９
月
11
日（
火
）シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

を
守
る
会
に
よ
る
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

の
種
子
採
取
及
び
登
山
道
の
点

検
・
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、

尾
瀬
高
校
の
生
徒
や
日
本
製
紙
か

ら
約
90
人
が
参
加
し
、
作
業
を
行

い
ま
し
た
。自
然
公
園
指
導
員
の

指
導
の
も
と
、
約
20
房
の
種
子
を

採
取
し
ま
し
た
。採
取
し
た
種
は
、

東
小
川
の
圃
場
で
３
〜
５
年
間
育

て
ら
れ
、
再
び
自
生
地
に
移
植
さ

れ
ま
す
。

　

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
で

は
、
毎
年
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
保
護

復
元
の
た
め
地
道
な
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

種子採取を行う尾瀬高校生

　

利
根
川
水
系
上
下
流
交
流
事
業

（
東
京
都
と
群
馬
県
主
催
）が
９
月

５
日
か
ら
７
日
ま
で
銀
座
ぐ
ん
ま

ち
ゃ
ん
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
は
片
品
村
、み
な
か
み
町
、

藤
岡
市
、
水
資
源
機
構
、
東
京
都
、

群
馬
県
の
６
団
体
で
し
た
。片
品

村
コ
ー
ナ
ー
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
尾

瀬
ブ
ラ
ン
ド
品
を
中
心
と
し
た
特

産
品
と
高
原
野
菜
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。　　

　

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
周
辺
は
他
県

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
も
建
ち
並

ぶ
立
地
で
す
。近
く
を
通
る
際
に

は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）お客様応対をする職員
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尾瀬ブランド認定品　商品紹介
「尾瀬ブランド認定品」は、片品村の資源や素材などを活かした優れた商
品です。
このコーナーでは、これらの商品を広く知って頂くため、事業者（５０音順）
ごとに紹介していきます。

iikarakan（東小川） ☎ 090-8596-0250

尾瀬須藤林産にて、炭焼きのお手伝いをしています。
炭の入れ替えの時に出る欠片や敷き木の木の炭を使
い、丁寧に磨き、手や服につかないように加工して
アクセサリーにしています。炭には電磁波を吸収し
癒しを与える作用があると言われています。

炭アクセサリー １個　１,８００円～

尾瀬ブランド委員会事務局
（むらづくり観光課）

片品村に移住し、自然に寄り添った暮らしを
しています。その中でもお年寄りの暮らしは
素晴らしい！と気づき、お婆ちゃん先生たち
からたくさんのことを教わって、暮らしに活
かしています。様々な仕事を創りながら農村
での暮らしを新たに築いていく。そんな暮ら
しを都会の若い人たちに伝える活動もしてい
ます。尊敬すべきお年寄りから教わった「い
いからかん」を屋号に活動させていただいて
います。

ホームページURL
http://iikarakan.81s.net/

ず
で
ー
・
ず
で
ー
だ

や
め
る
・
や
め
た

　「
ず
で
ー
」
は
、「
全
く
ダ
メ
」「
が
っ
か
り
」「
気
落
ち
し
た
」
な
ど
、

肩
を
落
と
し
、う
な
だ
れ
て
い
る
よ
う
な
時
に
言
い
ま
す
。「
ず
で
ー
」

「
ず
で
ー
だ
」
と
。

　「
今
年
は
リ
ン
ゴ
に
ゃ
い
い
陽
気
だ
っ
た
が
台
風
に
や
ら
れ

ち
ゃ
っ
て
『
ず
で
ー
』
だ
。」

　
リ
ン
ゴ
に
は
、
そ
れ
こ
そ
台
風
は‘

天
敵‘

で
す
。
実
だ
け
落
と

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
枝
は
折
ら
れ
、
幹
も
倒
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

す
。
台
風
被
害
に
あ
う
と
数
年
回
復
が
望
め
ま
せ
ん
。「
ず
で
ー
」「
ず

で
ー
だ
」

　「
ず
で
ー
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
自
分
的
解
釈
で
す
が
打
消
し
の

助
動
詞「
ず
」の
連
用
形
に
接
続
助
詞「
て
」が
つ
い
た
も
の
で
、「
ず
・

て
」（
古
語
）
の
訛
語
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
国
語
辞
典
参
考
）

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
熊
に
や
ら
れ
て
「
ず
で
ー
」
だ
。

　
雪
が
降
ら
ね
ー
と
ス
キ
ー
場
は
「
ず
で
ー
」
だ
。

　
今
年
は
、
水
芭
蕉
が
　
霜
に
や
ら
れ
た
そ
う
で
「
ず
で
ー
」
だ
。

　「
ず
で
ー
」
に
は
、
詳
し
い
説
明
は
不
用
で
す
。

片

品

村

の

方

言
55

　「
や
め
る
」「
や
め
た
」
は
「
辞
め
る
」「
止
め
た
」
と
は
違
い
、「
つ

か
れ
る
・
つ
か
れ
た
」
時
に
言
い
ま
す
。

　
右
手
を
づ
っ
と
上
げ
て
い
た
ら「
や
め
た
」こ
の
場
合
は「
や
め
た
」

の
使
用
代
表
例
で
す
。
ほ
か
に
、
腰
が
「
や
め
た
」
目
が
「
や
め
た
」

腕
が
「
や
め
た
」
足
が
「
や
め
た
」
な
ど
で
す
。
と
こ
ろ
が
「
や
め
た
」

の
語
源
は
「
病
む
」「
病
め
る
」
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
用

例
と
語
源
は
違
と
思
う
の
で
す
。
多
く
の
語
源
は
用
例
と
相
通
ず
る

と
こ
ろ
が
あ
る
の
が
多
い
も
の
で
す
が
、
こ
の
場
合
は
解
り
ま
せ
ん
。

　「
つ
か
れ
る
・
つ
か
れ
た
」
は
「
病
む
」「
病
め
る
」
の
前
兆
と
理

解
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
で
す
。
元
気
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
品
村
文
化
財
調
査
委
員
　
　
大
竹
将
彦

　

去
る
９
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で

の
10
日
間
、
９
月
定
例
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
改
正
、23
年
度
決
算
、24

年
度
補
正
予
算
な
ど
重
要
な
案
件

が
審
議
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
議
決（
認
定
）さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・
片
品
村
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
勤
務

実
態
に
合
わ
せ
る
た
め
の
一
部
改

正
で
す
。

◎
決
算
の
認
定

　

平
成
23
年
度
各
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
の
概
要
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
補
正
予
算

　

平
成
24
年
度
の
各
会
計
の
補
正

予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、そ
れ
ぞ
れ
６
億
８
，１
５
４
万

３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
40
億
６
，

７
１
４
万
３
千
円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
農
林
水

９
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

産
業
費
県
補
助
金
の
減
額
、
教
育

費
県
補
助
金
、
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
費
国
庫
負
担
金
、
群
馬
県

東
日
本
大
震
災
農
業
生
産
対
策
交

付
金
、繰
越
金
等
の
増
額
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
教
育
費

の
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
開
催

事
業
、
農
林
水
産
業
費
の
小
規
模

土
地
改
良
事
業
、
災
害
復
旧
費
の

土
木
施
設
災
害
復
旧
費
等
の
増
額

で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、そ
れ
ぞ
れ
２
，４
２
３
万
３
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
８
億
８
，
７
９

４
万
１
千
円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
基
金
繰
入
金
９
７
０

万
円
、前
年
度
繰
越
金
１
，４
５
３

万
３
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
療
養
給
付
費
交
付
金

償
還
金
で
す
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０
万
１
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
９
，
１
９
０
万
１

千
円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
基
金
繰
入
金
の
減
額

と
前
年
度
繰
越
金
の
増
額
で
す
。

　

歳
出
は
、
人
事
異
動
に
よ
る
職

員
人
件
費
の
減
額
、
施
設
の
維
持

管
理
に
必
要
な
修
繕
費
等
の
増
額

と
建
設
改
良
費
、
災
害
復
旧
費
の

減
額
等
で
す
。

・
村
営
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）

　

村
営
観
光
施
設「
尾
瀬
ロ
ッ
ジ
」

の
備
品
の
廃
棄
処
理
に
係
る
運
送

費
、
フ
ロ
ン
等
の
処
理
費
及
び
資

産
除
却
費
用
41
万
５
千
円
の
増
額

で
す
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
76
万
７
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
４
億
１
，
４
７
８
万
５

千
円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会

計
繰
入
金
の
２
９
６
万
４
千
円
で

す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
一
般
管

理
費
の
46
万
円
、
償
還
金
の
28
万

７
千
円
で
す
。

・
下
水
道
事
業
等
特
別
会
計
（
第

２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
２
４
８
万
５
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
７
２
万
円
に

し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
の
減
額
と
繰

越
金
の
増
額
で
す
。

　

歳
出
は
、
人
事
異
動
に
よ
る
職

員
人
件
費
の
減
額
、
処
理
施
設
の

修
繕
費
の
増
額
で
す
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第

１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
30
万
７
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
５
，
７
４
６
万
３
千
円

に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
繰
越
金
の
30
万
７
千

円
で
す
。

　

歳
出
は
、
予
備
費
の
30
万
７
千

円
で
す
。

◎
一
般
質
問

　

２
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

・「
片
品
村
に
お
け
る
望
ま
し
い

村
立
学
校
の
あ
り
方
」に
つ
い
て

（
戸
丸
廣
安
議
員
）

・
尾
瀬
の
自
然
保
護
と
利
用
に

つ
い
て

（
星
野
育
雄
議
員
）

◎
報
告
事
項

・
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
に

つ
い
て

・
片
品
村
振
興
公
社
株
式
会
社
の

経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◎
そ
の
他

・
片
品
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命戸
丸
幸
江
氏（
花
咲
）

を
片
品
村
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

◎
陳
情

・
利
根
商
業
高
等
学
校
の
中
高
一

貫
化
に
関
す
る
要
望

（
沼
田
商
工
会
議
所
会
頭
）

（
継
続
審
議
）

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る「
地

方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組

み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
に
つ
い
て

（
全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議

員
連
盟
会
長
）

（
採
択
）

◎
意
見
書

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る「
地

方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組

み
」の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

（
可
決
）
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年
　
金
　
だ
　
よ
　
り

平
成
24
年
度
　
少
年
の
主
張「
利
根
沼
田
地
区
大
会
」開
催

　

平
成
24
年
８
月
24
日
に
川
場
村

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
中
学
校
か
ら
の
代
表
者
16
名

が
、
社
会
に
向
け
て
の
意
見
、
家

族
や
自
分
の
思
い
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。
片
品
中
か
ら
は
２
年
生

の
星
野 

美
菜
さ
ん
が
出
場
し
、「
個

性
の
発
掘
」
を
立
派
な
態
度
で
発

表
し
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
学

校
関
係
者
、
青
少
推
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

各
学
校
の
発
表
者
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。（
発
表
順
）

優
秀
賞

沼
田
東
中
２
年　

倉
品　

瀬
南

「
感
謝
の
気
持
ち
」

優
秀
賞

池
田
中
３
年　
　

林　

野
衣
瑠

「
沼
田
の
歌
か
ら
思
う
こ
と
」

最
優
秀
賞

沼
田
南
中
２
年　

市
原　

双
葉

「
あ
い
さ
つ
の
力
」

優
秀
賞

片
品
中
２
年　
　

星
野　

美
菜

「
個
性
の
発
掘
」

優
秀
賞

白
沢
中
３
年　

信
澤　

祐
太
朗

「
無
口
な
日
本
人
」

優
秀
賞

月
夜
野
中
２
年　

福
島　

愛
唯

「
自
分
な
り
の
成
長
」

優
秀
賞

新
治
中
２
年　

小
野
塚　

貴
紀

「
赤
谷
湖
の
中
の
村
」

優
秀
賞

藤
原
中
３
年　
　

朝
倉　

響

「
生
き
て
い
る
だ
け
で
百
点
満
点
」

優
秀
賞

薄
根
中
３
年　
　

川
方　

瑳
笑

「
無
関
心
」

優
秀
賞

昭
和
中
３
年　
　

岡
田　

莉
奈

「
小
さ
な
幸
せ
を
生
き
る
力
に
変

え
て
」

最
優
秀
賞

沼
田
西
中
３
年　

平
井　

実
也
子

「
人
は
な
ぜ
働
く
の
か
」

優
秀
賞

沼
田
中
３
年　
　

中
澤　

若
那

「
人
を
思
う
言
葉
」

優
秀
賞

多
那
中
３
年　
　

小
林　

怜
美

「「
決
ま
り
」
を
変
え
る
」

優
秀
賞

水
上
中
３
年　
　

羽
鳥　

彩
香

「
自
分
を
好
き
と
言
え
ま
す
か
」

優
秀
賞

利
根
中
３
年　

相
田　

瑠
千
佳

「
自
分
自
身
の
可
能
性
を
信
じ
て
」

優
秀
賞

川
場
中
３
年　
　

星
野　

愛
梨

「
支
え
合
う
」

　

最
優
秀
賞
の
２
名
は
９
月
22
日

に
開
催
し
た
県
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

 

片品村代表として出場した星野美菜さん

　

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料

の
納
期
限
の
延
長
）
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場

合
や
資
格
取
得
な
ど
の
届
出
忘
れ

に
よ
り
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が

な
い
場
合
に
は
、
将
来
の
年
金
受

給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金

そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
（
保
険
料
納
付
や

免
除
等
の
合
計
が
25
年
（
３
０
０

月
）
未
満
の
場
合
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
に
、
昨
年
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら
10
年

に
延
長
と
な
る
後
納
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
14
年
10
月

分
以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。（
注
）

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
権
を
お
持
ち
の
方
は
、
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す

る
た
め
に
は
事
前
に
お
申
し
込
み

い
た
だ
き
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。審
査
の
結
果
、

後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
「
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は

渋
川
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

注
：
後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る

期
間
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

▼『
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
』
へ
！

☎
０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

▼
渋
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

村
税
等
の
口
座
振
替
の
利
用
の
お
願
い

「
片
品
村
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
24
年
10
月
１
日
〜
障
害
者

虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
片
品
村
役
場
保
健
福
祉

課
内
に
「
片
品
村
障
害
者
虐
待
防

止
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

障
害
者
虐
待
は
、
虐
待
さ
れ
て

い
る
側（
障
害
者
）が
虐
待
さ
れ
て

い
る
と
い
う
自
覚
や
認
識
が
な

い
、障
害
者
へ
の
虐
待
は「
絶
対
し

て
は
い
け
な
い
」「
起
こ
る
は
ず
が

な
い
」
と
い
う
思
い
込
み
や
無
関

心
、
ま
た
虐
待
し
て
い
る
側
が
指

導
や
教
育
の
一
環
と
思
っ
て
い
る

な
ど
発
覚
し
に
く
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

殴
る
・
蹴
る
な
ど
の
暴
力
だ
け

が
虐
待
で
は
な
く
、
性
的
行
為
の

強
要
、怒
鳴
る
・
の
の
し
る
、食
事

を
与
え
な
い
、
本
人
の
預
貯
金
を

本
人
の
意
思
に
反
し
て
使
い
込
む

と
い
っ
た
こ
と
も
虐
待
に
あ
た
り

ま
す
。

　
「
も
し
か
し
て
？
」と
障
害
者
虐

待
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
を
発

見
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
お
電
話

で
通
報
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通
報
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
通
報
・
相
談
先

保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎（
５
８
）２
１
１
５

▼
夜
間
休
日

☎（
５
８
）２
１
１
１

　

村
税
等
の
納
税
に
つ
い
て
は
、

納
税
者
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

口
座
振
替
に
つ
い
て
は
、銀
行
・

信
用
金
庫
・
農
協
・
郵
貯
銀
行
な

ど
で
希
望
す
る
税
等
の
口
座
振
替

手
続
き
を
行
っ
て
頂
き
、
納
税
者

が
指
定
す
る
金
融
機
関
の
指
定
口

座
か
ら
税
等
の
納
期
限
日
に
引
き

落
と
し
を
行
う
も
の
で
す
。

（
た
だ
し
、次
の
事
に
注
意
が
必
要

で
す
。）

▼
税
等
の
口
座
引
き
落
と
し
は
、

１
回
の
み
で
す
の
で
、
納
期
限
が

過
ぎ
て
か
ら
の
入
金
で
は
、
そ
の

ま
ま
未
納
と
な
り
ま
す
。

▼
税
等
の
納
期
限
前
に
口
座
確
認

が
必
要
で
す
。（
口
座
の
残
高
不
足

が
生
じ
、
引
き
落
と
せ
な
い
場
合

は
口
座
不
能
通
知
が
納
税
義
務
者

宛
に
送
付
さ
れ
ま
す
。）（
住
民
課
）

平
成
24
年
度
介
護
者
教
室

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

今
年
も
介
護
に
役
立
つ
方
法

を
、
村
内
の
保
険
・
福
祉
・
介
護

実
務
者
が
、
実
技
と
解
説
を
含
め

て
、
わ
か
り
や
す
く
親
切
に
教
え

ま
す
。

　

現
在
自
宅
で
家
族
を
介
護
し
て

い
る
方
・
介
護
の
し
か
た
に
興
味

の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

『
知
っ
て
お
く
と
便
利
！

　
　
　

介
護
技
術
パ
ー
ト
Ⅱ
』

▼
日
時　

11
月
29
日（
木
）

　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

体
の
向
き
の
変
え
方

・
着
替
え
の
方
法
・
全
身
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
等
、
介
護
さ
れ
る

人
も
す
る
人
も
楽
に
で
き
る
方
法

を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

11
月
19
日(

月)

ま
で
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
電

話
し
て
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
）４
０
２
０

　給与所得者に係る年末調整説明会を次の日程により
開催いたします。
　なお、説明会では沼田税務署より送付する「年末調整
のしかた」及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の
作成と提出の手引き」等パンフレットを用いて説明い
たしますので、ご出席の際にはお持ちください。
▼日　時　11 月 13 日 ( 火 )14 時～ 16 時　
▼場　所　役場２階農林研修室　☎（58）2116
▼対象者　沼田市利根町、片品村
※都合により片品村会場に、出席できない場合には他
　の会場に出席することが可能です。
▼日　時　11 月 12 日（月）10 時～ 12 時　
▼場　所　昭和村公民館多目的ホール　☎（24）5120
▼対象者　沼田市、昭和村、川場村
▼日　時　11 月 14 日 ( 水）14 時～ 16 時　
▼場　所　みなかみ町月夜野農村環境改善センター
　　　　　☎（62）3352
▼対象者　みなかみ町
▼問い合わせ先　沼田税務署　☎（22）2131
　自動音声案内「２」をお選びください。税務署の担当
　部署におつなぎします。

「心肺蘇生法が新しくなりました」
　私たちは、いつ、どこで、突然の病気やケガにおそわ
れるかわかりません。「呼吸が止まった！出血が止まら
ない！喉に物を詰まらせた！」こんなとき、そばに居合
わせた人ができる応急手当があります。その心肺蘇生
法の手順が変わりました。是非、新しくなった心肺蘇生
法を、ＡＥＤの取り扱い方法と一緒に「個人向け普通救
命講習会」で身に付けましょう。
▼実施時期・場所　平成 24 年 11 月 18 日（日）
　利根沼田広域「東消防署」
▼受講料　費用は無料
　（受講者には講習修了証が交付されます。）
▼講習時間　午前 9時から正午まで（3時間）
　（8時 30 分から受付開始）
▼申込場所　もよりの消防署で午前 8 時 30 分から午
　後 5時まで（電話申込・土・日・祝日も受付）
▼締め切り　平成 24 年 11 月 16 日（金）
　又は定員になり次第締め切ります。
▼その他　実技を中心に講習を行いますので、動きや
　すい服装でお願いします。
▼問い合わせ先　東消防署　☎（56）2300

普通救命講習会参加者募集平成２４年分年末調整説明会のおしらせ
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おしらせ

広 報 か た し な        H24 .1015 広 報 か た し な        H24 .10

　
「
薬
と
健
康
の
週
間
」
は
、
医

薬
品
を
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
の

大
切
さ
、
そ
の
た
め
に
薬
剤
師
が

果
た
す
役
割
の
大
切
さ
を
一
人
で

も
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
行
う

週
間
で
す
。

　
実
施
期
間
は
平
成
24
年
10
月
17

日
（
水
）
か
ら
10
月
23
日
（
火
）

ま
で
の
一
週
間
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
薬
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え

上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

①
薬
の
正
し
い
使
い
方

　
用
法
容
量
を
守
る
こ
と
は
重
要

で
す
。
自
分
で
勝
手
に
判
断
し
て

服
用
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す

の
で
、
医
師
に
必
ず
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
特
に
高
齢
の
方
は
、
血

圧
や
心
臓
の
薬
な
ど
た
く
さ
ん
の

薬
を
併
用
す
る
こ
と
が
多
く
思
わ

ぬ
副
作
用
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
一
層
の
注
意
が
必
要
で

す
。

②
薬
の
飲
み
方

　
み
な
さ
ん
は
薬
を
ど
れ
く
ら
い

の
水
で
飲
ん
で
い
ま
す
か
。
薬
は

保 

健 

だ 

よ 

り
　

命名について

将来は・・・

“多くの人と出会い、友達、仲間
と共に成長していってほしい “　
という思いで命名しました。

目標を持ちそれに向かって頑
張って努力できる人になってほ
しいです。そして何よりもきょ

さん星野　哲哉
  ほしの　　　 てつや

22 歳 （御座入）

３．片品をどう思いますか
ここに生まれてよかった！！
と思える村

１．何処へお勤めですか 
片品村観光協会

２．趣味は何ですか
ドライブ、掃除、インテリア

４．村内のおすすめスポットは
丸沼高原ロープウェー山頂駅
　

７．村民の方へメッセージをお願いします
いつも大変お世話になっております。
これからもよろしくお願いします。

５．好きな異性のタイプ
一緒にいて楽しい人　　自分でいられる人

６．目標があれば教えてください
高校時代の体重に戻したい！！

ちゃん髙橋　朋香
平成23年 10 月８日生　（父）卓也　（母）順子

Fresh
Young

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

に
つ
い
て

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
来
る
11
月
12

日
（
月
）
か
ら
18
日
（
日
）
ま
で
の

一
週
間
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間
」と
し
て
、夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
の
人
権
に

関
す
る
相
談
・
悩
み
事
に
つ
い

て
の
電
話
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

専
用
電
話
番
号
は

　

全
国
共
通

　

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

＊
携
帯
電
話
か
ら
も
接
続
可
能

で
す
。た
だ
し
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電

話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

○
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
７
時
ま
で
、
土
曜
日
・
日

曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。

○
対
応
は
法
務
局
職
員
と
人
権

擁
護
委
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
６
６

担
当　

藤
原
・
金
子　

薬
と
健
康
の
週
間

※なお、ヨウ素131については、半減期が約8日と短くまた検出もされませんでしたので表には載せてありません。
※放射能測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予約の上ご利用ください。

学校及び保育所の給食についての放射性物質測定結果のお知らせ
結果は下表のとおりでした。今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

コ
ッ
プ
１
杯
の
た
く
さ
ん
の
水
で

飲
み
ま
し
ょ
う
。

　
水
な
し
や
水
が
少
な
い
と
薬
が

の
ど
や
食
道
に
は
り
つ
い
て
炎
症

や
潰
瘍
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

③
薬
の
正
し
い
保
管

　
薬
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま

す
。
飲
み
忘
れ
た
薬
な
ど
を
袋
に

入
れ
た
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
を
機
会
に
古
い
薬
は
捨

て
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
薬
が
い
つ
も
余
っ
て
し

ま
う
と
い
う
時
は
、
医
師
に
相
談

し
て
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
薬
に
も

多
額
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
な
ど
で
か
か
る
国

の
医
療
費
の
支
出
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
薬
を
子
ど
も
の
手
の
届

か
な
い
場
所
、
湿
気
、
日
光
、
高

温
を
避
け
て
保
管
す
る
こ
と
で
き

て
い
る
か
、
再
点
検
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

必ずチェック最低賃金
使用者も　労働者も

平成24年10月10日より改正

群馬県最低賃金は

必ずチェック最低賃金
使用者も　労働者も

大
規
模
な
土
地
の
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
売
買
等
届
出
書
）

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は

市
町
村
を
経
由
し
て
県
知
事
あ

て
に
届
出
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出
し

て
下
さ
い
。

▼
届
出
が
必
要
な
面
積

　

市
街
化
区
域
内
：

　

２
千
㎡
以
上

　

市
街
化
区
域
以
外
の

　

都
市
計
画
区
域
内
：

　

５
千
㎡
以
上

　

都
市
計
画
区
域
外
：

　

１
万
㎡
以
上

▼
届
出
期
間　

　

売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
14
日
以
内

▼
届
出
先

　

売
買
し
た
土
地
の
所
在
す
る

市
役
所
・
町
村
役
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
庁
土
地
・
水
対
策
室

☎
０
２
７（
２
２
６
）２
３
６
６

む
ら
づ
く
り
観
光
課

☎（
５
８
）２
１
１
２

ともかたかはし

（下平）

平成 2年 1月 28 日生　（父）聖治　（母）洋子

うだい三人大人になっても仲良く助け合っていってほ
しいです。

に時間額696円
※特定の産業（産業別）最低賃金が定められています

平成２４年度　国保税第２期・村県民税普通徴収第２期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
村全体の平均（国保税）

（平成２４年９月１８日現在）

国保税 村県民税普通徴収 村全体の平均（村県民税）
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